
「

銹 息》

創誕8日‐爾 1定厠教襲会,

鰹野輌嬬融錆(曲
議 慰

曲 態 薇 縫

勧 現麹輔釦鎌碁のi鹸菫につレて

観 勢朝認塑蝉 に馴 ,て

141 ttmと っぃで

151¨ 入学について

161:轟綴棧離蝙 怪勲 てヽ

171ミ軸難蜘羹察師陵目の受購 つ松て

f81麒蓼 餓
例 奥蒙 購 難

l10轟懇 鑢
帥 鋪 懇 襦

剛 畔 蹄 醸 難 鶴

llD その他

教 授 会 メ モ

4Jl11,貝  蜘 勒
‐撃義翠瀞嘩器庭ll申
議 量ヽ

tlll人薇

1211曇学寄朧命の受ぶJれについて

131.宇威

“

磯鍮韓軸鰺糧の量入れEついて

14111人事委辮

1511‐蒔輝馨:ヂ輝戦

燭1鰈 会報告

171薇饗鑑帥笏
i1811その他

ョ月20貝 ←紳 痴帥螂蒔会
‐

―

限 口

議 選
1醐l i人薇
l例1物品満聯卸艶akれにっぃて

131Ⅲ軸鰐轡藝鏡翻魏動鴨執れについて

llitl::翻魏鰺総灘警

151.鰤輔 輸 聯

t611.鱚 議員会肇電
鰍 その他
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人,事 異 動‐報 告

帥

1所 属   旨 1鸞   乗  条  番爺午周1日  異動肉容    備|
物  理 動 数 甍 桑 島 郭 濾  4.鋼  昇 七 〔麟 舞 嚇 まり
露  教  授 富 本 腱 鄭  4.■.31 ・榛  年

天 真 研F I動 数 盤 近 藤 雅 甦

壺懇惑昼  教  景  寺 韓 敏 夫
山 岬 IT_稲

覇 山 委 崚

鑢 羅 喜 夫|

謬

炒

地 球 惑 塁

4L  学   〃
壺吻化肇   摯
動  物   静

然        /7・

物   理    矛
化   学    Й

地球惑星.

離  学
″

ガ|

″

″

〃

〃

〃

炉

″

f/1

〃

ガ

″

が

燿

υ

″

カ

勁 教 撰 燿 lll情 董

4 ‐山 本 桁 晴
″  瓢 回 ヽ難
〃  玉 尾  教

黒 固 晴 雄

鎮 井 彦 一

驀 橋 暴 ‐

″  撚 自 催 久
〃  蒲 朦  毅
″  制 東 泰 之
,    中 山  昇
要 増 劇 彰 エ

″  撫 藤 和 也
″   ‖1又 準

=邸
|

′   藩 合 車四郎
〃  松 本 幸 夫

『
″

〃

〃

″

番 目 利 ‐

/」N鷲 藤郵
大 量 莉 藤

/」A谷 興 一
爆 1野  博

p

″

赫

♯

″

7」

麒

斎 藤  毅
中 山  纂
坪―非  悛
肝 奇 嚢 治

持 問 情 臣

轟 置 億 文

河 ‐葉 朦 菖

盤
‐

犠

麟
:

/7

牌|

げ

〃|

纂  任  爺蜀 より

転  任           より

画 鷺 換‐
`観
鑓 繭 蜃 翼より

2    1霞錘選拶辱学躍瞳露よIり

驀  任  彙靭畔場鑢 ょり
〃  ち :           より
昇 任‐ 議野よう
な       ″
″|        カ

理 置 農  場 級
―脳     頭鰤蒙

…
'   
孝騨勁華郵鍵籍辞摯攣へ

〃          P
″

〃

〃

″

豫

∬

〃

層

げ

〃

〃

》

蒻

タ

″

瀞

〃

醸  .
ル:

カ

響 覇 闘 躍 科 購 饗 ヘ

27

′

/7

砂

/7

/7

瀞

矛

″

策

館

″

瀞

・//

4.幾 ]

ル

碑

"
が

′

〃

燿

ガ

簾

//

/7

が

麟

#

〃

』

″

〃

/7

〃

〃

″

〃

〃

カ

″
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所 属    官 職    氏   名   発令年月日  異動内容     備       考
数   学  助 教 授  堤   誉志雄  4.4.1   配 置 換  数理科学研究科助教授ヘ
情 報 科 学    〃    前 川   守    〃    昇  任  電気通信大学教授ヘ
生物 化 学    〃   溝 淵   潔    〃    〃     〃

天   文  教   授  小 平 桂 一    〃    併  任  本務
期限

〃    〃   安 藤 裕 康   〃    〃

〃    〃   宮 本 昌 典   ″    〃

〃    〃   森 本 雅 樹   〃    〃

〃   助 教 授  家  正 則   〃    〃  本務
期限

〃    〃   佐 藤 修 二   〃    〃

〃    〃   藤 本 員 克   ″    〃

0 〃   〃  中島 弘  〃   〃
〃    〃   前 原 英 夫   〃    〃

素 粒 子  客 員 教 授  清 水 紹 光    〃    〃   本務

期限

〃      〃    武 田   廣    〃      〃   本務
期限

〃    客員助教授  竹 下   徹    〃      〃   本務
期限

国立天文台教授
5.3.31ま で

〃

〃

〃

国立天文台助教授
5.3.31ま で

〃

〃

〃

〃

高エネルギー物理学研究
所教授
5.3.31ま で

神戸大学教授
5.3.31ま で

信州大学助教授
5.3.31ま で

中 間 子    〃    石 田 勝 彦    〃    委  嘱  本務 :理化学研究所研究員
期限 :5.3.31ま で

地 球 惑星  助 教 授  松 井 孝 典  4.4.16  昇  任  助手より
化   学  教   授  太 田 俊 明  4.5.1   配 置 換  広島大学教授より
生 物 化 学    〃    溝 淵   潔    〃    併  任  本務 :電気通信大学教授

期限 :5.3.31ま で

地 球 惑星  助 教 授  阿 部   豊    〃   昇  任  名古屋大学助手より
地   質  教   授  棚 部 一 成  4.5,16    〃   助教授より

|・
 業 文 『  3 ‐勃 橿  普 E E 児    #      ;   雷撃i:
(助 手 )
所 属    官 職    氏   名   発令年月日  異動内容     備       考
物   理  助   手  横 山 順 -  4.2.29  復  職
植  物   〃   高 野 博 嘉  4.3.1 採  用
物   理    〃    横 山 順 -  4.3.16   昇  任  京都大学助教授へ
〃    〃   長 山 好 夫  43.28 復  職
〃    〃   香 取 員 理  4.3.31 辞 職
〃           〃       下  浦     享       〃          〃

化   学    〃    日 高   洋    〃     〃

物  理   〃   黒 木 和 彦  4.4.1 採  用
〃           〃       り|1  島  直  輝       〃          〃
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所 属   官.職   氏  名  動 自 ‐裏動内容‐    備      者‐

物  撃  助  f―  饉    轟  4,4‐ 1  採  用
化  学   〃   ‐烏 居  事   ″     鳳
〃      ″    軍 1間 博 之    グ     P
″     力   融 ‐未 橘 彦   が     か
藤 文 研  柳  片 弊 議 一  ノ   殿
鷲  理   ″  河 爾  整   ″  ‐邸置 築  薇 戦 魏 醸 季より
数  学  P 壇 崎 克 EIJ ′  昇 任 割齢 鰊 麟 ‐
ガ      カ    申 轟 1,凄    ″     ル   檄 べ

物  理   〃   驚 惰 真 司   #‐     瀞   鰊 麟

か   '  長 山 蔚 未  ″   ″  筑麟 零 賂 ・
天  文   の  団 申  薪   廂   ″  国旗 文罐
甕  物   瀬  繭 饉 莉 重   P  が  締 絆 醸 鹸
化  撃   J  帝 諏  光   が  艤  任 獅 騨 醗 動 諄
数  学   :〃   倒ド曽 鷲 尋   〃  霞置 換  蟄轡轡贈斜興ヽ
夢      』   中 村 .博 羅   2    ・ ♂        ″
p   〃   打 鸞 1響 突   露    ″      "‐
瘍   滅  大 簿 幸 男  拶   〃    〃

必    ″   大 慇 如 轟   〃   〃     膚

″   ″  警 陽  響   7   ∬    〃

″   ″  宇 澤  達   ″   〃    ′

″   ] 藤 顧 一 艦   漁   ガ     〃

〃     ″   蒟 辮 間 1忘    ″     ″       酔
》     ″   石 :村‐直 之   ″     ″       が
″         ‐″      潜 野‐ 1利 彦      ″        ガ            ′
力      .ガ    鎌輪醐C I湯ゅみ    』      メ        げ

4L‐  撃   .ガ    セリン ‐ヤニッタ ー4.4,7  諦 議
素
‐
糠 デ   .〃    森1非 政 紫  4.4』6  雛1 刷
置 響  ツ  フili祀19 4■ 甕鉤 蘇 職

職 則

購 嬌  官 職  義  名  鈴 駆 日 lm駿   購    薄

臨  螢  事 ‐藩 奮 軒 I岬 深 彗  4‐ 3‐灘. 定  年
檀 物 慶 銭‐ 嵩 鈴 木  資   J  "
物  理   麟  中 紺 曜 彦   ″  辞 職
察■務 部  事:‐覇 野 増 國 藁由案   J     ‐″
数  洋   層  小 谷 裕 デ   』   ′
事 態 蔀

絡 亦
北‐11轟 -4,4.■  昇 任 聖盪 軋 蒻 馘 .

〃  慮醗掛壕  濠 見 新 青   〃  鼈置璽  暉卿鞭

-24-



所 属

事 務 部

〃

〃

数   学
事 務 部

〃

〃

〃

.数 〃
学

〃

〃

〃

情   報
化      ミ芦

地 球 惑 星

事 務 部

〃

〃

|●

〃

〃

〃

物   理

生 物 化 学

植 物 園

事 務 部

〃

〃

〃

情   報

化   学

中 間 子

事 務 部

官 職

教 務 掛 長

司 計 掛 長

給 与 掛 長

事務室主任

事 務 官

〃

〃

〃

〃

事 務 官
技   官
事 務 官

〃

〃

教 務 職 員

事務長補佐

(経理担当 )

庶 務 掛 長

教 務 掛 長

司 計 掛 長

給 与 掛 長

庶務掛主任

大学院掛主任

事務室主任

〃

〃

〃

事 務 官
〃

〃

技   官

事 務 官

〃

技   官
事 務 官

久保田   隆

河 野 広 幸

利根川 伸 一

吉 永 恵 子
藤 田 昌 子

川 島 香 絵
池 澤   順
山 崎 直 子

高 橋 喜 博

黒 須 仁 子

工 藤   恵
金 田 洪 太

根 岸   茂

発 令 年 月 日

4.4 1

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

4.5 1
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博

作

介

子

郎

豊

英

博

仁

子

本

　

地

又

金

根

北

菊

鹿

異動内容

配 置 換

〃

〃

昇  任

配 置 換

〃

〃

備      考

教養学部教務課大学院第二掛長ヘ

生産技術研究所経理課司計掛長ヘ

医科学研究所経理課用度掛長へ

教              ヘ

庶務部人事課へ (同日付文部省教
育助成局地方課併任 )

庶務部人事課へ (同日付文部省高
等教育局大学課転任 )

経理部主計課へ (同 日付文部省国
際学術局研究機関課併任 )

施設部電気 。通信設備課電気第四
掛施設主任へ

教育学部図書運用掛長ヘ

教養学部総務課ヘ

〃

教養学部図書課ヘ

〃

庶務部人事課任用第二掛ヘ

文学部図書第一掛ヘ

東京工業大学教務職員へ

地震研究所会計主任より

大学入試センター管理部庶務課人
事係長より

大学院掛主任より

高エネルギー物理学研究所管理部
研究協力課
研究協力第一係長より

文学部用度掛長より

庶務掛より

〃

配 置 換

〃

〃

〃

〃

〃

転  任

昇  任

転  任

昇  任

転  任

配 置 換

昇  任
〃   経済学部大学院掛より
〃   物理学科より
〃   物理学科より
〃   生物化学科より
〃   植物園より
配 置 換  庶務部人事課任用第一掛より
勤 務 換  数学科より
配 置 換  中間子科学研究センターより
〃   施設部機械設備課機械第一掛より
〃   庶務部庶務課広報掛より
採  用

配 置 換  数学科より
採  用

美

夫

晴

恒

谷

蒜

大

安

長谷川 健 次
竹 村 三和子
小野塚   朗
佐々木 陽 子
当 山 千鶴子
谷 本   薫
平 原 茂 子

今 井 佳代子
小 島 寿 子

管 波 明 子

白 井   諭
松 浦   融
石 田 あゆみ

平 野 みどり

吉 田 知枝子



博士 (理学)学位授与者

平成 4年 3月 16日付学位授与者 (7名 )

専 攻  氏  名     論 文 題 目

地球物理学  沼 口   敦  熱帯における積雲活動の大規模構造に関する数値実験
論文博 士  高 木 利 一  モジュラー曲線 Xl(pm)尖点類数公式
論文 博 士  高 山 信 毅  Euler― Darbonx方程式の解の特異性伝播とそのホロノミック解の大

域酌構造

論文博 士  林   雄二郎  キラルなチタン化合物を用いる不斉触媒反応の開発 :エン反応,マイ
ケル反応,(2+2〕 付加環化反応

論 文博 士  宮 田 愛 彦
  繁Ittχ

`〒

;曇」:写l『蝙 墓「 ξ

体形成によるステロイド受容
 ●

論文博 士  内 海   渉  焼結ダイヤモンドアンビルを用いた高圧技術の開発及び黒鉛一六方晶
ダイヤモンド変換の研究

論文博 士  山 下 哲 郎  ウシ腎皮質 Na十 /H+_ァ ンチポーターの精製

平成 4年 3月 30日付学位授与者 (118名 )

専 攻  氏  名     論 文 題 目

数   学  石 川 雅 雄  混合ロビンソンーシェンステッド対応とそのフォシンの一般化及び
(A,B)半正規盤における混合クヌース対応の研究

数   学  服 部 俊 昭  SO(3)＼ SL(3,R)の合同部分群による商空間の幾何
数   学  山 岸 正 和  代数体の分岐を制限した最大 prO― P拡大のガロア群について
数   学  阿 原 一 志  コンピューターの応用によって得られた数学の定理
数   学  榮 田 厚 彦  超分布の調和解析
数   学  木 原   浩  球面上の球面ファイバー空間の幾何学的トポロジー         ●
数   学  今 野   宏  リーマン面上の安定 Parabolic Ⅱiggs束 のモジュライ空間の構成に

ついて

数   学  佐 伯 明 洋  解析空間上の葉層構造
数   学  佐 藤   猛  ホロックスーマンフォード軌道体上の平垣な正則共形構造
数   学  染 川 睦 郎  Log― syntOmic regulatorと P tt Polylogarithm
情 報 科 学  李  圭  宰  属性文法に基づいた図面認識の方法
情 報 科 学  芦 原   評  分散システムにおける動的負荷分散
情 報 科 学  金  那  美  幾何学的制約度を考慮した会話型図形編集システム
物 理 学  水 谷 晶 彦  レーザー干渉計を用いた共振型重力波検出器の開発
物 理 学  シルバジェラルドマジェラ 伝導性高分子中の動いているソリトンと鎖間相互作用
物 理 学  石 田 ≠『 夫  2バンド長距離ハバード模型による1次元励起子および励起子分子の研究
物 理 学  石 田   学  質重降着を受ける強磁場白色星のX線観測
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専 攻  氏  名     論 文 題 目

物 理 学  岡 本   徹  hcp固体3 Heの核磁性
物 理 学  加 藤 昌 之  中間子と重粒子に対する修正された南部―ジョナーラジエオ模型
物 理 学  川 島 直 輝  低温におけるスピングラスの研究
物 理 学  車   俊 之  標準模型における重い粒子による輻射補正
物 理 学  郡 司 修 一  新型検出器によるSN1987Aか らの57c。 の線硬 X線および連続硬 X

線の研究

物 理 学  洪  鋒  雷  分子の高振動状態間のレーザー発振における不安定性とカオス
物 理 学  小松原   健  中性 K中間子の二個のミュオンヘの崩壊の分枝比の測定
物 理 学  酒 井 邦 嘉  対連合学習に基づく長期記憶の倶1頭葉ニューロン表現
物 理 学  泰 地 真弘人  波長可変フェムト秒レーザーによるタコロドブシン及びバクテリオロ

・
物 理 学  竹 島 敏 男  f鰤 萱篠乖ヽ 変動

物 理 学  多々良   源  t―」模型における反強磁性と超伝導
物 理 学  鶴     剛  銀河および小規模銀河団の高温ガス成分の X線による研究
物 理 学  徳 永 英 司  周波数領域の干渉を用いたフェムト秒位相分光
物 理 学  中 村 英 史  微分同相写像群上のリーマン幾何学に基づく流体運動の考察
物 理 学  中 津 了 勇  有理的及び位相的共形場理論におけるBRST対称性について
物 理 学  成 清   修  低電子濃度領域における2次元ハバード・モデル
物 理 学  西 岡   毅  減衰する宇宙項と宇宙論
物 理 学  平 野 琢 也  パルス光による広帯域スクイーズド状態の研究
物 理 学  福 間 将 文  非臨界次元上の弦と2次元重力における普遍的構造
物 理 学  松 永 悟 明  磁化測定による金属・絶縁体転移近傍における不純物半導体の研究
物 理 学  三 沢 和 彦  高品質 CdS微粒子からの励起子超放射
物 理 学  毛 利 健 司  2次元ゲージ理論によって実現される位相不変共形不変模型について
物 理 学  茂 木 健一郎  筋収縮の数理的モデル

●  物 理 学  守 友   浩  水素結合系分子結晶における協力現象の分光的研究
物 理 学  山 田 章 一  自転星のコアの非対称な重力崩壊と爆発
物 理 学  吉 成 洋 祐  高温超伝導体の170原子核を用いた磁気共鳴法による研究
天 文 学  カンプリマスプルアイニ  黒点を運動の標識として決定された微分回転の太陽周期変化
天 文 学  入 交 芳 久  Eruptive Prominenceの 多周波同時ミリ波観測
天 文 学  藤 井 紫麻見  SN1987Aお よび他の超新星からのX線 。γ線放射
天 文 学  藤 堂   泰  ハービッグ・ハロー天体とそのうねった構造の電磁流体力学モデル
天 文 学  廣 瀬 雅 人  近接連星条における降着円盤の潮汐不安定性
天 文 学  村 上   泉  ミニハーローモデルに基づいたライマンα雲の進化について
地球物理学  大 野 正 夫  最近一万年間の地球磁場の研究
地球物理学  海 宝 由 佳  房総沖海溝二重会合点付近地殻及び上部マントルの地震波速度構造
地球物理学  森 山 哲 二  伊豆・小笠原弧の本曜海山付近の群発地震活動とその地学的意義
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専 攻  氏  名     論 文 題 目

地球物理学  孫  文  科  球対称地球モデルの中におかれた Point Didocationに よって生じる
ポテンシャルと重力変化

地球物理学  金  栄  変  バルク法に基づく日本近海の海面からの熱輸送量の推定に関する研究
地球物理学  及 川   純  伊豆大島火山における観演1よ り推定した火山性微動の発生機構
地球物理学  岡 元 太 郎  沈み込み帯の浅い地震の研究に用いる遠地 P波波形の計算について
地球物理学  小 沢 慎二郎  カンラン石中の 3価元素とその上部マントルテクトニクスヘの関連

(高温高圧実験に基づいて)

地球物理学  河 野 英 昭  太陽風・磁気圏相互作用の研究
地球物理学  酒 井 慎 一  二次元及び二次元速度構造における地震波走時の新しい計算方法―波

面伝播法―

地球物理学  田 近 英 一
  貪]・

海洋の進化 :グ ローノシレ物質循環 。マントルの熱的進化・脱ガ
 0‐

地球物理学  原   辰 彦  遂次波形インバージョンによる地球内部 3次元構造の推定
地球物理学  藤 本 正 樹  磁気圏境界面速度勾配層における不安定性の研究
地球物理学  梁  哲  壽  ジオサット人工衛星の高度計によるグローバル海面高の決定とその測

地学的,海洋学的解釈

化   学  雨 谷 敬 史  第二の機能部位を導入した水溶性ポルフィリンとDNAと の相互作用
化   学  天 川 裕 史  グローバルな見地からのマンガンノジュールの生成環境と生成機構 :

Ce,Nd及び Srの同位体比からのアプローチ
化   学  犬 飼 潤 治  大気下及び超高空下 STMに よる表面構造と化学過程に関する研究
化   学  臼 杵 克之助  有機セレン試剤をプローグとする新規生理活性物質の設計とその合成
化   学  大 沢 信 二  水溶液中における準安定硫黄化合物の挙動に関する地球化学的研究一

火山学への応用―

化   学  岡 内 辰 夫  金属酸化剤を用いるラジカル種の生成と炭素骨格形成反応への活用
化   学  北 澤 孝 史  シアン化カドミウム系による擬鉱物包接構造
化   学  佐々木   茂  ポリナイトレンを用いた高スピン有機分子へのアプローチ      e
化   学  佐々木 岳 彦  Ru(001)上 の秩序共吸着系の反応過程
化   学  鳥 居   肇  タンパク質及び液相分子系の文光学的研究
化   学  平 原 靖 大  おうし座分子雲 TMC-1での分子の分布と化学進化
化   学  森 田 勇 人  光合成反応中心の電子供与体ラジカルカチオンの構造に関する研究
生 物 化 学  石 原   健  セクレチン及びVIP受容体の構造とその発現
生 物 化 学  中 山 周 一  BF23フ ァージ後期遺伝子領域の構造と発想様式の解析
生 物 化 学  四ノ宮 美 保  P― ニ トロベンゾイル基によるDNA鎖光切断
生 物 化 学  アタウダセナラッツバンダー アスパラギン酸プロテイナーゼの構造と機能に関する研究

パラックラマ

生 物 化 学  稲 田 利 文  大腸菌 cra,mcオ ペロンとsuhB遺伝子の分子遺伝学的研究
生 物 化 学  今 井 義 幸  分裂酵母の接合過程における細胞間相互作用と細胞内情報伝達の分子

遺伝学的解析
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専 攻

生 物 化 学

生 物 化 学

生 物 化 学

生 物 化 学

生 物 化 学

生 物 化 学

生 物 化 学

生 物 化 学

0重レ|[詈
動 物

動 物

植 物

植 物

植 物

植 物

鉱 物 学
鉱 物 学

相関理化学

相関理化学

相関理化学

氏   名
熊 谷 道 代

学

学

学

学

学

学

小 出   寛
河 野 俊 之

後 藤 由希子
杉 本 亜砂子
藤 原 康 策

室 屋 賢 康

望 月 伸 悦
吉 田 哲 郎
吉 原 基二郎

坂 本 龍 哉

矢 田   崇
池 谷   透

荒 木   崇
古明地 勇 人
高 橋   卓

論 文 題 目

原核生物における非相同的組換えの機構に関する分子遺伝学的研究―

特にⅡ型 トポイソメラーゼ依存性組換えについて

ヒト上皮成長因子のレセプターとの結合部位の解析

アミノアシルtRNA合成酵素の基質認識機構の解析

MAPキ ナーゼの細胞周期における活性化と機能
分裂酵母の有性生殖過程の開始制御に関与する遺伝子群の解析

maf関連遺伝子,mafK,mafFの 解析

神経成長因子 (NGF)か らの分化シグナルによる P21rasの活性化に

関する研究

分裂酵母におけるcAMP情報伝達経路に関わる遺伝子の解析
fl‐a-2遺伝子の発現制御機構の解析
ショウジョウバエのトランスポゾンP因子の転移に関する分子遺伝

学的解析

サケ科魚類における成長ホルモンの浸透圧調節作用とその作用機序

サケ科魚類における成長ホルモンとプロラクチンの合成。分泌調節機構

公海域分布型ラン藻ピコプランクトン Syncchococcus sppの 生理学

的特性―光および栄養塩環境に対する特性―

シロイヌナズナの花成遅延遺伝子座 GIの研究

分子動力学法によるトリプトファン・リプレッサーの構造と機能の解析

アラビドプシスにおける熱ショックタンパク質遺伝子発現の分子遺伝

学的解析

酵母小胞体一ゴルジ体間輸送に関与する因子の細胞内動態の解析

日本産シライトソウ属における雌性両性花異株の進化要因の解析

出芽酵母 RAS遺伝子による細胞増殖の制御

雌性球果の形態によるスギ科の分岐分類学的研究

断層起源のシュードタキライトの成因

低圧変成岩における新しい変成反応

西部赤道太平洋における後期更新世のδ
13c変動

韓国南西の海南地域に分布する粘土鉱床と熱水変質の地球化学的研究

自亜紀アンモナイト類の初期生活史と古生物地理

韓国慶尚盆地南部に分布する浅所貫入花間岩についての岩石学的,鉱

物学的,同位体的研究
レールガンを用いた斜方輝石の衝撃圧縮実験

ペロブスカイト関連物質の結晶構造および組織の結晶学的研究

真核生物の鞭毛繊毛構成ダイエンの構造と機能に関する研究

筋小胞体 Ca2+輸送 ATPaseの ヌクレオチド結合部位に関する研究

極性溶媒の誘電緩和と光誘起電子移動反応に関する分子動力学的研究

学

学

学

学

学

学

学

学

学

学

物

物

物

質

質

質

質

質

質

質

植

植

植

地

地

地

地

地

地

地

●

西 サ||

牧

森 下

斎 木
林  愛
安  建

岡 田

金  仁
重 田

李  錘

周 一

雅 之

卓

健 一

明

尚

誠

俊

康 成

益

晴 彦

雅 彦

重 雄

久 典

耕 司

藤

中

田

元

藤

佐

田

和

山

安
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茅 rle孝 大

荒 り‖ 達 也
金 子 真 人

阿久津 隆 史
勝 又 英 俊

高   忠 之
篠 田 良 信

高 瀬 統 道

●手嶋直彦
坂 内 俊 洋

本 多 省 二

安 田 公 美

菊 り‖ 健 一

柿 原 謙一郎
鈴 木 大 介

建 部 修 見

長 塚 雅 明

南 田 幸 紀

飯 塚   豊

前 橋 英 明

石 田 雅 也

稲 垣 祐一郎
大 谷   航
窪   秀 利
重 國 和 宏
末 澤 久 伸

田 村   了

中 野 博 生

早 川  拓
間 宮 一 敏

森 山 茂 栄

福 間   浩
井 汲 景 太

伊 藤 健 靖

太 田   裕
Jヒ 村   光
佐 貫 智 行

城 石 正 弘

田 村 真 也

中 川 健―郎
濱 田 美 佳
松 葉 栄 治

森   道 康
若 狭 智 嗣
65名

平成 3年度 平成 4年 3月 28日卒業者氏名

神田橋 宏 治
伊 豆 哲 也

樋 口 仁 巳

石 り‖  哲
加 藤   毅
後 藤 聡 史

芝 山   元
高 橋 清 之

戸 田 正 人

深 貝 栄 治

槙 田 直 木

山 内 英 敏

秋 葉 智 弘

上 谷 卓 己

田 浦 健次朗
田 沼 知 行

奈良部 淳 一
宮 下   健

川 名 輝 子
青 井   考
出 渕   卓
上 坂 友 洋

岡 部 拓 也

小 芦 雅 斗

篠 原 孝 司

鈴 木 清 詞

塚 本 隆 之

長 尾 由美子
廣 重 憲 嗣

水 田 秀 行

安 田 雅 彦

数  学  科
齊 藤 正 浩

大 内 恒 司

松 浦 篤 司

石 田   敦
加 藤 正 重

佐々木   亮
自 石 哲 也

武 部 浩 明

中 野 邦 彦

藤 田  司
松 下 大 介

渡 邊 丈 夫

情 報 科 学 科

石 黒 正 揮

小 林 久 浩

高 橋 成 雄

タン,チューンシーアン

日 置 尋 久

森   洋 久

物 理 学 科

河 村 健 児

浅 チ‖  仁
板 倉 数 記

上 野   哲
岡 本 正 芳

齋 藤 芳 隆

柴 山   明
関 山   明
峠   哲 雄
長 門 健 郎
細 井 公 義
宮 崎 智 彦

山 口 冬 樹

葉 広 和 夫
小 笠 英 志

山 中   弘
小 澤 大 輔

Jヒ 村   誠
志 田 英 宣

鈴 木 浩 吾

谷   康 輔
中 原 史 雄

古尾谷   祐
水 町   徹

江 崎 智太郎
佐 藤 秀 幸

竹 内  理
張   良 憶
古 サ|1 浩 史

佐々木 成 朗

飯 野 陽一郎

板 谷 治 郎

宇治野 秀 晃
金 田 英 宏

佐 藤 勇 二

白 土 昌 孝
谷   太 郎
上 記 康 博

二 瓶 武 史

堀 田 智 洋

牟 田   淳
山 本 順 子

安 達 久 俊

小 栗 邦 亮

柚 木 輝 久

可 知 靖 之

熊ノ郷 直 人

篠 田 正 人

鈴 木 孝 幸

谷 口 健 二

長谷川   亮
細 谷 直 人

巳 波 弘 佳

58名

岡 本 行 生

自 取 知 樹

武 本 充 治

鳥 澤 健太郎
増 原 英 彦

28名
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大 澤 具 洋

大 仲 圭 一

吉 田 慎一郎

有 家 秀 郎

門 田 晃 典

是 永   淳
坪 内  健
原 田  靖
山 口 和 貴

秋 田 健 行
大久保 晴 康
金 法 順 正
木 村 直 人

高 橋 奈保子
徳 田 昌 弘

西 中 太 郎

松 尾 武 士

矢 島 章 雄

安 東 知 子

小 野 貴 司

早 川 敏 幸

博

子

正

恭

村

下

西

松

科

成

郎

学

信

将

文

藤

田

天

伊

高

里

平

友

良

丸

野

石

鹿

臼 田 知 史

峰 崎 岳 夫

11名

井 出   哲
河 宮 未知生

阪 本 敏 浩 k

中 川 弘 之
古 屋 正 人

山 本 泰 志

猪 飼 正 道

大 野 文 彦

川 口 隆 文
河 野 淳 也

高 橋 嘉 夫

豊 田   栄
長谷川 淳 博
松 田 建 児

山 下 有 子

尾 崎 秀 徳

佐 藤 ちひろ

田 口 友 彦
林   貴 明
山 下  朗

尼 子 大 介

原   隆 人

宇津木 孝 彦
佐 野 俊 夫

菱 田  信

地球 物 理 学 科

猪 俣   敏
神 田   径
隅 田 育 郎

羽 角 博 康

松 本 晃 治

音 岡 秀 佳

化  学  科
池 野 健 人

奥 村   和
川 村   明
斉 木 利 幸

高 見 博 道

中 島 秀 明

林   和 弘
松 森 信 明

吉 り‖ 健 一

生 物 イヒ学 科

小 塩 尚 代

自 壁 恭 子

竹 中 克 也

平 峯   靖

岩 本 弘 一

日 下  拓

仙 波 秀 志

羽 生   毅
望 月 公 廣

井 上 朋 也

加 来 智 弘

岸 田 裕 一

末 吉   剛
武 田 亘 弘

西 り‖ 洋 行
原 田  潤
三 田 節 子

織 原 美奈子

鈴 木   匡
鶴 田 里沙子
三 枝 理 博

小笠原   理
前 島 かおり

大 塚   英
滝 田 陽 子

渡 部 麻理子

海老名   敦
笠 原 健 三

1ヒ 野   真
千 住 孝 俊
田 中 秀 樹

西 田 直 史

枚 田 明 彦

三 森 光 幸

43名

加々美 直 史
高 須 一 恵

象
山洋
喜1)

2244

児 玉 晃 孝

村 岡 啓 道

10名

大 町 尚 史

野 末 文 雄

14名

二

子

希

史

之

健

宙

　

智

規

名

藤

池

内

田

本

加

小

竹

原

森

1)運

亀

詔

子

峰

彦

生

文

夕

史

元

徹

藤

岡

橋

田

口

伊

木

高

西

森

久

穂

康

実

染

良

赤

世

生物学科 (動物学 )

内 田 信 裕
平 野   周

生物学科 (植物学 )

大 井 和 之
鈴 木 邦 律

廣 戸 健太郎
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平成 4年度科学研究費補助金採択 (内定)さ る

本年度科学研究費補助金の交付申請に対し,本学事   理学部関係の申請件数および採択件数は次表のとお
務局経由により同補助金の採択 (内定)の通知があり  りで,総額 1,379,800,000円 (遺伝子実験施設 900,000
ました。 (特別推進研究(lLけ )は 7月 下旬交付内定の  円 :外数)でした。
ため未定)                     (数 学教室からの申請分は除く)

平成 4年度科学研究費補助金理学部申請・採択件数一覧表
平成 4.61現在

昨年は,申請件数 511件,採択件数 280件,採択率 54.8%であった。

( ) 継続申請 :内数  ○遺伝子実験施設 :外数

申請件数
採 択 件 数

採 択 率
新  規 継  続 計

特 昇」推 進 研 究 に)

特 別 推 進 研 究 9)

が ん 特 別 研 究 (1)

が ん 特 別 研 究 9)

重 点 領 域 研 究 (D

重 点 領 域 研 究 鬱)

総 合 研 究 A

総 合 研 究 B

一 般 研 究 A

一 般 研 究 B

一 般 研 究 C

奨 励 研 究 lAl

試 験 研 究 A(D

試 験 研 究 A9)

試 験 研 究 Bに )

試 験 研 究 Bけ )

特別研究員奨励費

国 際 学 術 研 究

0

6(3)

1

8

19

70

24 ( 5)

10

31(7)

60(14)①

79(18)①

73

1(1)

1(1)

9(4)

20 ( 3)

105(29)③

24(8)

０

２

７

８

３

４

８

、
６

８

９

１

２

　

　

　

１

２

３

2

4

67(D

7

5

0

2

17

28

8

4

15

31

46

39

1

1

6

7

89(D

16

0%

250%

894%

400%

333%

40.0%

48.4%

51.6%

58.2%

53.4%

1000 %

100.0%

666%

350%

84.7%

66.6%

計 541(93)⑤ 225(D 310① 57.3%
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理学部長と理職との交渉

2月 24日 ,3月 23日 ,4月 20日 に,理学部長
と理学部職員組合 (理職)と の定例の学部長交渉

が行われ (以下,2月 ,3月 ,4月交渉と記す),

3月 7日 には臨時交渉が行われた。2月 交渉と臨

時交渉には数学教室主任も出席した。その主な内

容は以下の通りである。

1 職員の昇格・昇給等の待遇改善について

●I曇之 ξ■0ふ『 1易屹鰤:装
術系職員の早期昇格を求めた。事務長は,事情は

承知しており本部に申請してあるが,結果が判明

するのは5月 ～6月 であろうと述べた。さらに事

務長は,技術 。図書系職員の昇格有資格者は全て

本部に申請してあると述べた。3月 交渉で理職は,

本部で増加しつつある事務系専門職を理学部でも

積極的に要求する考えはないかと尋ねた。事務長

は,事務主任を充実させることが先決と考えてい

ると答えた。

3月 交渉および臨時交渉で理職は,数学教室事

務室主任の掛長発令および技術職員の 6級昇格を

要求した。学部長・事務長は3月 31日 までは理

学部で実現に向けて努力すると述べた。数学主任

も,事情は理解しており,最大限努力すると述べた。

3月 ,4月 交渉で理職は,事務主任の 6級・5

級昇格および掛主任の 4級昇格を早急に実現する

ように求めた。事務長は,実現の有無は6月 にな

らないとわからないが,努力すると述べた。
4月 交渉で理職は,4月 1日付の掛主任発令の

対象外とされた 1名について,事情を考慮して早

急に発令を行うように要請した。理職は,今回の

発令で増えた複数掛主任制が今後拡大するかを尋

ねた。事務長は,こ の形が定着することが望まし

いと答えた。理職は,行0用務員の3級昇格の条

件を質問した。事務長は,複数の用務員をまとめ

る立場にあることが必要と答えた。理職は,行0

不補充政策により部下が入ってことないことを考

慮し,方法を工夫して待遇改善を行うように求め

た。

2.定員外職員の定員化について
2月 交渉で理職は,一人の該当者の定員化の要

望書を,学部長名で本部に提出したかを尋ねた。

学部長は,提出したと答えた。理職は,要望書の

内容を尋ねた。事務長は,試験合格者中の非採用

者が少なくなった時点で, という条件になってい

ると答えた。理職は,教室側で定数を開けて待つ

ていることも踏まえ,条件にしばられずに定員化

を訴えるべきだと主張した。事務長は,その場合

には教室で積極的に理由づけをする必要があると

述べた。理職は,そのことを教室に伝えるように

要請した。事務長は承知したと述べた。4月交渉

で事務長は,3月末に上記の件で教室主任と話を

し,事情を理解しもらったと思うと述べた。

2月 ,3月 ,4月 交渉で理職は, もう一人の該

当者の定員化の進展状況を質問した。学部長は,

教室で必要な書類を準備中であり,近 く提出され

る予定だと答えた。

3.行0から行l―lへの振替について
2月 交渉で理職は,行0か ら行l―lへの振替を4

月 1日付で実現するように要求した。事務長は,

理学部の該当者 3名 について申請書を提出したと

答えた。2月 ,3月 交渉で理職は,該当者を 3名

同時に申請するよりも,1名づつ申請した方が効

果的ではないかと述べた。4月交渉で理職は,4
月 1日 に東大内で振替られた 3名に理学部の職員

が含まれなかった理由を質問した。事務長は,緊

急度や必要性の実態から判断したと思われるが,

事情を調査すると答えた。理職は,該当者が長年

行l―l相当の業務を行ってきた実績を踏まえて,振

替の努力を続けるように要請した。
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4 数理科学研究科設立に関わる問題について
2月 交渉で理職は,4月 に発足する数理科学

研究科の事務組織について尋ねた。数学教室主

任は,独立の事務組織を要求していたが認めら
れず,1月 の準備委員会で「教養学部・数理科

学研究事務Jと する方向が決まったと答えた。

理職は,こ の計画では教官組織と事務組織が切

り離され,大学に本来必要な事務の形態が失わ

れると主張した。さらに理職は,職員あ労働条
件が悪化するなどの問題点が多いことを指摘し

た。

その後,理職は「数理科学研究科の事務組織
と職員の配置換えに関する要望書」を学部長と

数学教室主任に提出し,両者と臨時交渉を行っ
た。臨時交渉では,学部長・数学教室主任 。理

職の間で以下の合意が得られた。①数理科学研

究科は独立した部局事務組織をもつことを原則

とし,そ の実現をめざす,②教養・数理科学
「複合」事務部に理学部等から振り替えられた

職員定数11名 を,研究科事務の独立時に再び

確保できるように努力する,③「複合」事務部
設置期間中も数理科学研究科長は部局の最高責

任者として職員の昇格 。処遇・労働環境 。職場

環境の改善に責任をもつ,④「複合J事務部に

数理科学研究科のために設置される定員につい

ては専ら数理科学研究科の業務を行うように努

力する,⑤数理科学専門担当の掛を設置し,教

官と同一の建物に配置するように努力する,⑥
上記掛の掛長には現数学科教室職員を充てるよ

う働きかける,⑦職員の配置換えの際には本人
の希望を最優先させる,③その際には本人の承

諾なしに技官を事務官に振り替えない,⑨配置
換えや振り替えによって将来にわたって不利が

生じないように配慮する。

4月 交渉で理職は,4月 1日付で発令された

数理科学研究科の掛長の5級昇格を理学部でも

後押ししてほしいと要請した。事務長は,理学

部から正式に要望することは出来ないが,教養・

数理科学事務部長にその旨を伝えると述べた。

5.第 8次定員削減について
2月 ,4月 交渉で理職は,定員削減が大学の諸
活動に支障を与えていることに対し,理学部とし

て改善を要求する考えはないかと尋ねた。学部長

は,相次ぐ定削による研究・教育環境の悪化につ
いては誰もが深刻に受け止めており,改善要求が

総意になっているので,理学部人事委員会でアピー

ル文を作成し,理学部広報を通じて関係諸機関に

伝えることを決めたと答えた。

3月 交渉で理職は,定年退職後の定員をすべて

補充することによって定員削減に対抗してほしい

と要望した。学部長は,本部から定員が与えられ
ないので,やむなく補充しないことになろうと述
べた。

4月 交渉で理職は,今年度定員削減に充てられ
たポストについて尋ねた。事務長は,退職者 3名

分が凍結されたと答え,現在空いている地惑教室
のポストは定員削減の対象外であり将来補充され

ると述べた。

6 大学院重点化について
2月交渉で理職は,大学院重点化で認められた

予算の増分の配分方法を質問した。学部長・事務

長は,広域理学大講座の予算はまだついておらず,

まだ具体的には未検討であると答えた。理職は,

事務の定員増がない状況下でどのように広域理学

等の運営を行なうのかを尋ねた。学部長は,今後
1年間は過渡期であり組織はほぼ現状通りなので,

これから順次検討すると答えた。学部長はさらに,

大学院重点化の目的は単なる予算増ではなく,将
来の定員増や施設の充実なども念頭にておいてお

り,今後の日本の基礎理学のレベルアップを目指
していることを理解してほしいと述べた。

3月 交渉で理職は,大学院重点化によって事務
の業務量が増大するので,事務手続の簡素化が必
要ではないかと発言した。事務長は,法律が改正

されないと難しい部分が多いので,改正を文部省
を通じて働きかけていると述べた。理職は,大学
院重点化後の事務官・技官の所属先を尋ねた。学

O
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部長・事務長は,省令改正によって 93年度には

ほぼ全職員が研究科所属となるが,施設やセンター

は遅れるだろう,と答えた。

4月 交渉で理職は,大学院重点化にともなう組

織変更を論議する機関を尋ねた。学部長は,教室

主任会議,企画委員会,教授会であり,カ リキュ

ラム面は拡大教務委員会で議論すると答えた。理

職は,広域理学大講座用の別枠予算の有無を質問

した。学部長は,大学院高度化推進特別経費を要

求しており,4月下旬には配分が決まるだろうと

答えた。理職は,校費の増分を時間雇用職員にど

の程度配分するかを尋ねた。学部長は,中央事務

以外は各教室の自治に任せると答えた。理職は,

大学院部局化移行への省令改正に併せて,技術

職員を技術官として位置づけてほしいと要請し

た。学部長は,部局化と結び付けるよりも,技

官問題の別件として要請する方が良いだろうと

回答した。

7.その他について
2月 ,3月 ,4月 交渉で理職は,先に要請し

た組合書記局の直通電話とFAXについて尋ね

た。事務長は,近日中に大学の備品として設置

するが,通話料は私用扱いとして組合負担にな

ると回答した。
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(4 4 1現在 )

号館名 所  属 職  名 氏    名 内線番号 任 期

1 物  理 教  授 堀 田 凱 樹 4144 4 4 1～ 5 3.31

2 動  物 教  授 川 島 誠一郎 4436 4. 4  1 - 4  7  31

地  惑 教  授 永 田   豊 4288 4  4. 1 ^v 5  3  31

4 物  理 教  授 壽榮松 宏 仁 4127 4.4 1～ 5 3 31

地  質 教  授 速 水   格 4518 4.4.1～ 5.331

情  報 教  授 小 柳 義 夫 4103 44.1～ 5.331

化  学 化  学 教  授 岩 澤 康 裕 4363 4.4 1～ 5.3.31

(2号館 :4カ 月交替 動物→地理→植物→人類→動物)

各号館 (運営委員)長名簿

東京大学名誉教授の称号授与

平成 4年 3月 31日付で,停年退官された本学部     物理学教室     山 本 祐 靖

関係の下記の元教授に対し, 5月 19日 (火 )の評議       〃       和 田   靖
会において東京大学名誉教授の称号が授与される     地球惑星物理学教室 玉 尾   孜
ことになり, 6月 8日 (月 )理学部長室において     化学教室      黒 田 晴 雄
久城学部長から授与された。 〃    増 田 彰 正

生物化学教室    酒 井 彦 一

物理学教室     宮 本 健 郎        動物学教室     高 橋 景 一

東京大学職員の永年勤続者表彰

平成 4年 3月 31日付で,定年退職される下記職    平成 4年
｀
4月 13日 (月 )午後 3時から神田学士会

員に対する総長からの表彰状・記念品が 3月 26日   館において永年勤続者 (20年勤続)表彰式があり

(木)正午,学部長室において久城学部長から伝   本学部では下記の方々が表彰を受けた。
達された。                               記

記

地  質  前 川 深 雪
植 物 園  鈴 木   賞

勉

久

敏

夫

茂

正

武

本

部

森

田

岸

青

阿

井

植

根

研

部

子

海

部

文

務

粒

　

務

天

事

素
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植物園で教職員・学生の懇親会開かれる

理学部では,春の恒例行事となっている教職員
と学生との懇親会 (ビアパーティ)を ,5月 11
日 (月)小石川の理学部附属植物園において開催
した。

前日の雨で開催が危ぶまれたものの)当日は打っ

て変わって5月晴れとなり,緑の色あざやかな園
内におよそ800人の教職員と学生が集まった。

久域学部長,岩槻植物園長の挨拶があり,田隅
評議員の乾杯の音頭でパーティに移った。

名誉教授も交え,各々ビールやツマミを手に語

り合い,芝生には教官,学生のくつろいだ懇親の

輪がいくつも広がってゆき,新緑とビールを満喫
して,和気調調とした楽しい一時を過ごした。
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「受賞関係」欄について

理学部広報では,受賞関係欄を儲け,理学部及び理学系研究科の先生方の活発な研究活動の一端を学内外に紹介

いたしております。つきましては,先生方で学会賞を受賞された方がおられましたら,その内容について 400字程

度におまとめいただき,広報委員会あてにお送り下さるようお願いいたします。

なお,従来から掲載しておりますノーベル賞,文化勲章,文化功労者,学士院賞,紫綬褒章等については,従来

どおりの扱いとして取り扱うことにいたします。

報原稿の募集について

理学部広報では,更に内容の充実を図るため,理学部及び理学系研究科の先生方から,その時々の話題,ニ ュー

ス等について自由に投稿いただくことにしております。また,今年度は,学部学生,大学院生,外国人留学生の方

にも,理学部の印象,学生生活の,エ ピソード等,自 由に書いていただく計画ですので,各教室主任を経て,広報

委員会あて投稿いただきますようお願いいたします。原稿には特に制限はありませんが,2,000字～3,000字 (2ペー

ジ)程度にまとめていただきたいと存じます。

投稿いただきました原稿は,広報委員会において検討のうえ適宜採用させていただきます。広報委員会では,皆

様の投稿をお待ちしております。

内藤周式先生からバ トンタッチし,平成 4年度理学部広報の編集を担当するこ

とになりました。理学部はいま大きな変革の時期にあります。4月 には理学系

研究科 7専攻が部局化、同時に 5つの広域理学大講座もスタートしました。一

方数学科は理学部を離れ,数理科学研究科として独立しました。理学部の長年

の懸案であった 1号館建て替え,中央化についても構想の段階から,いよいよ

設計,実行の段階に入り,平成 5年度からの着工も期待されています。変革は

一度始まると予想を超える内容とスピードで進むことがあります。このような

時期には情報を早 く広く正確に伝えることが必要で々り,広報の使命も大きい

と思います。そこで今年度は,改革案や構想に関する解説記事やご意見を掲載
するなど,“かわら版"と して皆さんのお役にたてるような広報作りを心がけた

いと思います。お忙しい中,投稿をお願いする事もあるかと思いますが,どう

かよろしくお願い致します。表紙写真と記事はいつでも募集していますので,

各号館の担当委員までお持ちください。

(松本 。地質)

己〓̈
ロ後集編

-41-




